
円

③保険料負担段階第２段階、第３段階の方については、制度改正に伴う基準額に対する割合が0.75%と設定されて
いますが、国及び道、町の負担により基準額に対する割合をそれぞれ0.50%、0.70％として負担軽減を図ります。

④標準段階は国で定める９段階とし、介護保険法改正に伴い対象者の合計の所得金額を、第７段階「１２０万円以上
２１０万円未満の合計所得金額」、第８段階「２１０万円以上３２０万円未満の合計所得金額」、第９段階「３２０万円以
上」に変更します。

問い合せ/介護保険担当(内線１３１５・１３１６)

②保険料負担段階第１段階の方については、制度改正に伴う基準額に対する割合が0.50%と設定されていますが、
国及び道、町の負担により基準額に対する割合を0.30%として負担軽減を図ります。

第８期（令和３年度から令和５年度）の保険料設定については、
①保険料基準月額を５，１００円としました。
　 なお、介護給付費準備基金の一部を取り崩して、保険料の軽減に充てています。

第９段階 本人が住民税課税者で、合計の所得金額が３２０万円以上の方 1.70 104,000 円

＜第８期介護保険料改正の内容について＞

円

第８段階
本人が住民税課税者で、合計の所得金額が２１０万円以上３２０万円未
満の方 1.50 91,800 円

第６段階 本人が住民税課税者で、合計の所得金額が１２０万円未満の方 1.20 73,400 円

第７段階
本人が住民税課税者で、合計の所得金額が１２０万円以上２１０万円未
満の方 1.30 79,500

第４段階
住民税課税世帯に属し、本人は住民課税非課税で年金収入と合計所得
が８０万円以下の方 0.90 55,000 円

第５段階
(基準額)

住民税課税世帯に属し、本人は住民課税非課税で第４段階に該当しな
い方 1.00

(基準額) 

61,200

円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で第１段階、第２段階に該当しない方 0.70 42,800 円

第１段階

生活保護受給者の方
世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者の方
世帯全員が住民税非課税で年金収入と合計所得が８０万円以下の方 0.30 18,300 円

第２段階
世帯全員が住民税非課税で年金収入と合計所得が８０万円を超え１２０
万円以下の方 0.50 30,600

介護支援課
令和３年度からの６５歳以上の方の介護保険料について

  介護保険の保険料は３年ごとに見直され、別海町でも有識者や被保険者から選考された『別海町介護保険事業計
画等策定委員』の意見を伺いながら、町内でどのようなサービスがどの程度必要なのか検討を重ねてきました。
  その結果、介護予防を中心とした総合事業サービスの充実と令和５年度までに東地区での地域密着型サービス（施
設サービス、訪問・通所・泊まり等）の展開を図ることとし、新しいサービスと高齢化率の上昇を踏まえ、介護サービス
及び総合事業サービス給付費の増加を見込んでいます。
　これらのことから、第８期の介護保険料については、介護給付費準備基金の取り崩しにより保険料の大幅な上昇を
抑制しましたが、保険料基準月額を「５，１００円」と、第７期の「４，９００円」から２００円の増額となりました。
　今後も、介護給付の適正化など持続可能な介護保険事業への取り組みを引き続き推進していきます。

介護保険料年額（令和３年度から令和５年度まで）

段　階 対　　　　　　　　　象　　　　　　　　　者
基準額に

対する割合
年間保険料


